
ホモミキサーの段数と吐出量の関係（自社比較） ホモミキサーの段数と粒子径の関係(自社比較)

パイプラインミキサーの構造使用例

カクハンラボ
乳化・撹拌装置に関する
基礎知識を紹介

各種羽根の詳細
各種羽根の特性・構造・流動状態の
詳細はこちら

ホモミキサー内蔵型で「微細化の効果＋省スペース」を実現

連続式乳化撹拌装置
【 Pipeline Mixer 】

Pipeline Mixer

パイプラインミキサー
PM

特長

❶ それぞれの使用目的に最適な撹拌・混合の製造プロセスをつくることが可能。（2段［標準仕様］、3段、4段仕様での製作が可能）
❷ せん断力・破砕力を併せ持ったホモミキサーの高速回転により、
　 パイプ内を通過した原料は微粒化、乳化撹拌されて次の工程へ。
❸ 接液部の分解、組立、ならびに洗浄が容易。（サニタリータイプへの変更も可能）

■営業部（西日本地区 ※東海地区含む） Tel.06-6658-4001　■東京営業部（東日本地区） Tel.03-3766-0600

ご要望によって仕様決定、
設計・製造をいたします。
お気軽にお問合せください。

5 高粘度型タービン1段
6 吐出口
7 吐出側メカニカルシール
8 モーター

1 吸引側メカニカルシール
2 吸引口
3 ジャケット
4 低粘度型タービン3段

●：2段（高ホモ、低ホモ）
■：3段（高ホモ、低ホモ、低ホモ）
▲：4段（高ホモ、低ホモ、低ホモ、低ホモ）

・処理液：清水
・使用装置：パイプラインミキサー（PM-5500）
・モーター容量：5.5kW
・羽根形状：高粘度型（1枚）、低粘度型（3枚）

パス回数（pass）

●：2段（高ホモ、低ホモ）
■：3段（高ホモ、低ホモ、低ホモ）
▲：4段（高ホモ、低ホモ、低ホモ、低ホモ）

・処方：水、流動パラフィン、乳化剤
・使用装置：パイプラインミキサー（PM-3700）
・回転速度：3500r/min
（各段最後のパス：5000r/min）
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① 連続撹拌

② 外連続撹拌

③ 複数液連続撹拌 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧


